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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】X 線治療においては EC-L フィルムを用いることにより高画質の照合写真が得られるように
なった。この EC-L フィルムを電子線治療に応用することにより、照合写真の画質向上が得られるか
否かについて基礎的，臨床的に検討した。 
【材料と方法】EC-L フィルムを EC-L Fast カセッテ(F-EC)または EC-L Oncology カセッテ(O-EC)の 2 
種類と組み合わせて使用した。比較対照として CRシステム（CR）を用いた。基礎的検討として、EC-L 
フィルムの各々の組み合わせで特性曲線を作成した。次にバーガーファントムを用いて各々の組み合 
わせの微細構造描出能を評価した。また胸部ファントムを用いて照合写真を撮像し、各々の組み合わ 
せの黒化度、コントラスト、微細構造描出能について採点法を用いて評価した。 
臨床的検討として 22 名の乳癌術後電子線治療患者の照合写真を撮像し、胸部ファントム実験と同 
様に黒化度、コントラスト、微細構造描出能について採点法を用いて評価した。 
【結果】特性曲線から F-EC に対する O-EC の相対感度は 0.92､平均階調は F-EC が 4.76、O-EC が 4.35 
であった。バーガーファントムにおいて認識可能な最小容積は､9MeV では F-EC、O-EC、CR が各々 
50.3mm3､60.8mm3､199.5mm3、12MeV では各々68.4 mm3､74.2 mm3､195 mm3であった。胸部ファントムに 
おいては 9MeV では F-EC が、12MeV では O-EC が高く採点された。 
臨床においては、12MeV では F-EC が、15MeV では O-EC が高く採点されたが、6MeV、9MeV では黒化 
度が不十分で低い点数であった。 
【結論】体部を通過する制動 X線が十分で適切な黒化度が得られれば、EC-L フィルムを用いること 
により電子線照合写真の画質向上が得られる可能性がある。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
X線治療においてはEC-Lフィルムを用いることにより高画質の照合写真が得られるようになった。
電子線治療において、電子線は少量の制動 X線を含んではいるが、電子線そのものによる撮像は困難
なため,照合写真を得ることはルーチンには行われていない。本論文は、この EC-L フィルムを電子線
治療に応用することにより、照合写真の画質向上が得られるか否かについて基礎的,臨床的に検討 
したものである。 
材料として EC-L フィルムを EC-L Fast カセッテ(F-EC)または EC-L Oncology カセッテ(0-EC)の 2
種類と組み合わせて使用した。比較対照として CR システム(CR)を用いた。基礎的検討として、EC-L
フィルムの各々の組み合わせで特性曲線を作成した。次にバーガーファントムを用いて各々の組み合
わせの微細構造描出能を評価した。また胸部ファントムを用いて照合写真を撮像し、各々の組み合わ
せの黒化度、コントラスト、微細構造描出能について採点法を用いて評価した。臨床的検討として
22 名の乳癌術後電子線治療患者の照合写真を撮像し、胸部ファントム実験と同様に黒化度、コント
ラスト、微細構造描出能について採点法を用いて評価した。 
その結果、特性曲線から F-EC に対する 0-EC の相対感度は 0.92、平均階調は F-EC が 4.76、0-EC
が 4.35 であった。バーガーファントムにおいて認識可能な最小容積は、9MeV では F-EC、0-EC、CR
が各々50.3mm3、60.8mm3、199.5mm3、12MeV では各々68.4mm3、74.2mm3、195mm3であった。胸部ファン
トムにおいては 9MeV では F-EC が、12MeV では 0-EC が高く採点された。臨床においては、12MeV では
F-EC が、15MeV では 0-EC が高く採点されたが、6MeV、9MeV では黒化度が不十分で低い点数であった。 
以上のことから、体部を通過する制動 X線が十分で適切な黒化度が得られれば、X線治療で汎用さ
れる EC-L フィルムを用いて電子線照合写真の画質向上が得られる可能性を示し、今後、電子線治療
における照合写真取得の道を開いたものと考える。 
よって、本研究者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。 
